
＜主催＞東京荒川ロータリークラブ
＜共催＞荒川区・公益財団法人荒川区芸術文化振興財団
＜後援＞荒川区教育委員会・社会福祉法人荒川区社会福祉協議会

お問い合わせ

開演前の舞台説明　　  バリアフリー字幕
舞台上での手話通訳　  ライブ音声ガイド

鑑賞サポート

字幕、音声ガイド、舞台手話通訳により
あらゆる人がともに楽しめるバリアフリー演劇です。
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チケット取り扱い

町屋文化センター 休館日を除く 9: 00~17: 30
TEL: 03-3802-7111

サンパール荒川 休館日を除く 9: 00~22 : 00
TEL：03-3806-6531

東京荒川ロータリークラブ：
TEL03-3806-2833

E-mail:arakawar@sepia.ocn.ne.jp
( 受付：平日 10時～ 17 時 / 土日祝除く )
URL：https://tokyo-arakawa-rc.com/

( サポート内容のご質問や配慮を必要とされ
る方はこちらにお問い合わせください )
※車いす席には数に限りがあります。

ご希望の方は事前に必ず荒川
ロータリークラブ事務局ま

でご連絡ください。

開場　　
参加共演ワークショップ　
舞台説明
開演（１５分休憩含む）
終演～バックステージツアー
／座談会
終了予定

12:45
13:15
13:40
14:00
16:10

16:30

星の王子さま
チケット

全席自由席(事前申し込み制)
※チケットは町屋文化センターまたはサンパール荒川の
   窓口にて 4/13（月） 13:00 より発券いたします。 

公演の最新情報はこちらから

作 : サン = テグジュペリ　訳 : 内藤　濯
構成・演出 : 浅野佳成



子どもの頃、絵描きになりたかった飛行士と、地球から遠く離れた小さな星からやってきたという少年（王子さま）が、砂漠の真ん中で

出会い、友情が芽生え、別れていくまでの物語です。

王子さまは自分の星を飛び出してから数々の星を巡る旅を続けます。

最後に地球に降り、一匹のキツネと友達になることを通して、かけがえのないものが何かを見つけ、それは自分の星に残してきた一輪の

バラの花だと気づきます。懸命に生きる小さな王子さまの一途な姿を通して、『星の王子さま』は、地球の美しさ、そこに生きる人間がな

くしてはならないものを、私たちの心に訴えています。

王子さまが観客たちに、私たちに語りかけます。  「大切なものは目に見えない、心で見なければ」と。

サポート内容、舞台装置や広さなどを説明・出演者が役柄や衣装を紹介します

この度、私たち東京荒川ロータリークラブは人と人とが関わりあいが生まれる心の豊かさを感じられる場をつくりたいと考え、バリアフ

リー演劇プロジェクトを企画。荒川区、公益財団法人荒川区芸術文化振興財団との共催で東京演劇集団風「星の王子さま」を上演する運

びとなりました。

今回上演する作品は、アントワーヌ・ド・サン＝テグジュペリによる 1943 年発表の作品で、子供から大人まで世代を超えて愛され続けて

いる世界的な名作です。作中の「大切なことは、目にみえないんだ」というセリフのように、考えさせられることが、多くちりばめられ

ています。世界中の「星の王子さま」にふれるひとたちにとって、人間が生きていくときに、何が大切なのかをこの作品が気づかせてく

れると信じています。

障がいのあるなしに関わらず私たち一人一人が人として公平に関わりあえること、認めること、それを通じて私たちが、いまを生き次代

を担う人たちにとって生きる喜びや、人と人とが関わりあう喜びに出会う場になることを願って、私たちは公演の場を作りました。

是非この機会に楽しみながらご覧いただければ幸いです。

舞台説明

物語の進行に合わせて舞台上を動きながら通訳を行います

舞台手話通訳

舞台の背景中央には、セリフや音の情報が「字幕」として映し出されます

バリアフリー字幕

登場人物の動きや場面の変化など、舞台の上で起きていることをライ

ブで伝える「音声ガイド」で解説します

ライブ音声ガイド

【都電荒川線】東京メトロ千代田線・京成線 町屋駅より都電荒川線乗換
三ノ輪橋方面 → 荒川区役所前下車 徒歩2分

【 都バス 】

【東京メトロ】

JR日暮里駅東口より「里22」亀戸行き → 荒川区役所前下車 徒歩2分
JR西日暮里駅より「草63」浅草寿町行き → 荒川区役所前下車 徒歩2分

日比谷線三ノ輪駅下車 南千住方面3番改札を出て明治通りを王子方面へ
徒歩12分（荒川警察署向い）


